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   演劇、音楽、工芸技術その他の文化的所産で歴史上又は芸術上価値の高いもの 
【生活文化財】 
   無形の文化的所産で伝統的な特色があり生活文化財の理解のため 
欠くことができないもの 
「陶芸、木竹工、食品加工その他伝統的な技能のうち次のいずれかに該当するもの 
  イ. 日常の生活に密接な関連を有し、重要と認められるもの 
  ロ. 生活文化の変遷を理解するため、欠くことができないもの 






名称 指定年月日 都道府県 所在地
1 津軽海峡及び周辺地域における和船製作技術 2006年3月15日 青森県 津軽海峡周辺地域
2 秋田のイタヤ箕製作技術 2009年3月11日 秋田県 秋田市太平黒沢・仙北市角館町雲然
3 鴻巣の赤物製作技術 2011年3月9日 埼玉県 鴻巣市
4 上総掘りの技術 2006年3月15日 千葉県 千葉県上総地方
5 木積の藤箕製作技術 2009年3月11日 千葉県 匝瑳市木積
6 小木のたらい舟製作技術 2007年3月7日 新潟県 新潟県佐渡市小木
7 越中福岡の菅笠製作技術 2009年3月11日 富山県 高岡市福岡町
8 論田・熊無の藤箕製作技術 2013年3月12日 富山県 氷見市論田および熊無
9 能登の揚浜式製塩の技術 2008年3月13日 石川県 珠洲市清水町
10 江名子バンドリの製作技術 2007年3月7日 岐阜県 高山市江名子町
11 吉野の樽丸製作技術 2008年3月13日 奈良県 吉野地方




第 8 回無形民俗文化財研究協議会 










・民俗技術      ：日常に属するもの／個人へのウェイト 






































































第 8 回無形民俗文化財研究協議会 
2013 年 11 月 15 日 
 




















・ 民俗技術（無形民俗文化財／文化財保護法）…平成 17 年（2005）から 
・ 工芸技術（無形文化財／文化財保護法）…昭和 29 年（1954）から 
・ 選定保存技術（文化財の保存技術／文化財保護法）…昭和 50 年（1975）から 
・ 伝統的工芸品（経済産業省、伝産法） 
…昭和 49 年（1974）から。平成 25 年 3 月時点で 251 品目の指定 
＊ 地方ごとの多様な保護の在り方 
   …独自の枠組みでの保存・活用 















2.  徳田 光太郎
　　越中福岡の菅笠保全に妙薬はあるのか―行政のサポートについて
　　　付 発表資料
3.  羽太 謙一
　　えどがわ伝統工芸産学公プロジェクトの取組みについて　　　　　    



















































































































































図 13　岩礁に陸揚げされたたらい舟（昭和 57 年 12 月）
図９　女性によるワカメ刈り 図 10　ワカメの口明けの日





















から昭和 50 年代に流行した RC 造り（鉄筋コンクリート構造）になり、港も整備されて現在ではこのよ
図 14　白木集落。左は昭和 47 年（1972）頃、右は平成 25 年（2013）
図 15　白木の港。左は昭和 50 年代、右は平成 25 年（2013）
16
うな姿になっています。
　図 15 の左の写真は白木集落の港の様子で、恐らく昭和 50 年代と思われます。少し見えにくいで
すが、１艘のたらい舟が港に戻ってきて、その先の岩場にはたらい舟が何艘か陸揚げされています。












そして平成 18 年 11 月に保存会が結成され、翌年、国の重要無形民俗文化財（民俗技術）の指定を受け、
年号 内容 事業主体 職人数
 1950（S25）  小木港祭りでたらい舟競争を行う(～H17年まで) 旧小木町 ？
 1966（S41）  たらい舟による越佐海峡横断 旧小木町
 1972（S47）  力屋観光汽船がたらい舟の乗船を始める 民間 3
 1974（S49）  重要有形民俗文化財指定『南佐渡の漁撈用具』 旧小木町
 1975（S50） 『南佐渡の漁撈習俗』刊行 旧小木町
 1996（H8）  元小木地区に矢島体験交流館を建設し、たらい舟の乗船を始める 旧小木町
 2001（H13）  第1回　職人養成講座実施（受講者13名。5艘完成） 旧小木町 1
 2002（H14）  『はんぎり』刊行（佐藤利夫著） 旧小木町
 2002（H14） 　新潟県立歴史博物館企画展『復活！たらい舟』展 新潟県
 2003（H15） 『佐渡のたらい舟‐職人の技法‐』刊行（ダグラスブルックス著） 民間
 2006（H18） 『小木たらい舟製作技術保存会』結成 佐渡市 1
 2007（H19）  たらい舟による越佐海峡横断 観光協会
 2007（H19）  重要無形民俗文化財指定『小木のたらい舟製作技術』 佐渡市 1
 2009（H21）  たらい舟・さざえ祭りでたらい舟競争を行う(～H25） 観光協会





























































































































　　　  ＊営業開始年：昭和 47 年（1972）　＊営業期間：通年　




　　　　＊営業開始年：平成 8 年（1996）　＊営業期間：4 ～ 11 月
　    　　＊営業形態　：集落経営
図 23　昭和 41 年（1966）　越佐海峡横断　
　　　 柏崎市→小木　（※翌年、小木→柏崎市）
　　　 3 人一組による交代走破（所要時間：18 時間 29 分）
図 24　平成 19 年（2007）　越佐海峡横断






図 25　小木港祭りでのたらい舟競争（昭和 25 年 8 月 29 日）
　　たらい舟競争が行われる前は、舟競争と呼ばれる集落
　　対抗の和船競争が行われていた





















舟活用の例です（図 28 ～ 31）。古くなって使われなくなったた
らい舟を転用することが多いのですが、例えばひっくり返し
てお店のテーブルに使ったり（図 28）、お土産物を並べてオブ


















































































































佐渡市世界遺産推進課文化財室 主事 井藤博明 
 
１．はじめに －佐渡に残るたらい舟－





























その後、平成 18 年 11 月 27 日に小木たらい舟製作技術保存会が地元住民により組織され、翌 19 年 3
月 7 日に全国 4 番目の重要無形民俗文化財（民俗技術）の指定を受けた。同保存会が保護団体となり、









職人養成講座は日本財団の助成を得て行われた。旧強清水公民館を会場に 9 月から 3 月までに延べ
28 回（106 時間）行われ、講師は過去に約 20 艘の製作経験を持つ小木町在住の本間勘次郎氏（昭和 8 年生）
が務めた。受講者の公募は確実な後継者育成を目的とし、島内在住者に限定して行った。その結果 22




長年の経験と勘が最も重要であることを思い知らされた。3 月 21 日に閉講式を行い、製作したたらい
舟の進水を行い、全ての講座日程を修了した。助成事業では、このほか保存会ホームページの作成や





























■資料 1-3 参考資料 
■たらい舟のつくり方





②クレ（側板）つくり クレは、長さ 1 尺 7 寸（510 ㎜）、厚さ 1 寸（30 ㎜）ほどの柾目板をつかう。幅






























































に選択されています。平成 20 年 10 月には「越中福岡の菅






































































　検討期間は平成 25 年度～ 26 年度。主な検討内容は、① スゲ田の保全　② 後継者づくり　③ 全国
のスゲ産地との連携　④ 新商品開発　⑤ 伝統的工芸品指定に向けた調査　となっています。対策委
員会のメンバーは国・県・市の担当者、学識経験者、菅笠問屋、菅笠職人、スゲ栽培者ほかです。平
成 24 年８月には「福岡の菅笠保全対策庁内連絡会議」を、平成 25 年 11 月 22 日には「福岡の菅笠
スゲの耕作面積の推移
























































































































































3,000 人余りで、平成 17 年に高岡市と合併しています。高岡市は人口 17 万 7,000 人余りで、越中
福岡の菅笠のほかに、高岡銅器、高岡漆器、高岡鉄器、高岡仏壇などの特産品がある、モノ作りの町
となっています。また現在、国から高岡市歴史的風致維持向上計画（通称：高岡市歴史まちづくり計画）












































で縫い上げる「笠縫い」の工程等を熟練した女性がこなした場合、日に 2 ～ 3 枚の菅笠を仕上げる


































































笠や三度笠の注文が 100 枚、1,000 枚単位で来ていますが、原材料であるスゲの不足と職人の高齢化、
後継者不足で注文に応じられない状況となっています。スゲ栽培農家は 42 戸、笠骨職人は１人、笠



























































































      ★スゲグリーンのポロシャツ























































2013.11.15  第８回無形民俗文化財研究協議会 
 
     越中福岡の菅笠保全に妙薬はあるのか―行政のサポートについて 
                越中福岡の菅笠製作技術保存会事務局長 
                 高岡市福岡総合行政センター所長 徳田光太郎 
 
１．笠 
  笠は、藺（い）や菅、竹などの材料を用いて編み、縫い、あるいは組むなどし 
 て紐をつけて被り、雨よけや日よけ、あるいは面（おもて）を隠すためなどに、古
くから使われてきた、被り物である。 
  日本で現存する最古の歌集「万葉集」全 20巻（かん）4516首の中でも、菅笠を
詠ったものは巻（まき）十一の６首など全部で９首あり、当時は、兵庫県の有馬や
真野、奈良や大阪と各地で製作されていたようである。 















 →（おし照る） 難波の菅笠を 長い間捨て置いて あとで誰がかぶる 笠でもないのに  



















   ※勢州は、伊勢国の別称、江州は近江（おうみ）の別称。 
 










































の ねもころに 思い結ばれ 嘆きつつ 








りて・・・       （巻十八・4116） 
・・・鶴が鳴く奈呉江の菅の根ではないが、心の根元からふさぎ込んで嘆きつつ、 


















































 富山県高岡市福岡町は、人口 13,000 人余りで平成１７年に高岡市と合併した。 

















  福岡町を流れる小矢部川の氾濫で沿岸一帯が泥沼化し、自然に繁茂した菅で、 
村々では蓑を作っていた。江戸時代初期に、京都の禅僧から、あるいは伊勢国の住 
人が、福岡町に移り住んで菅笠づくりを教えたとも伝わっている。（福岡町史） 



































































  ・笠縫い・・・・笠針（10センチ余り）、指ハメ、ハサミ、サシビラ（スゲを裂 
           くのに使う）、コキビラ（菅を柔らかくするのに使う）、小骨（コ 












人の高齢化・後継者不足で応じられない状況となっている。      
※菅栽培農家（42戸平均年齢 78歳）、笠骨職人（1人 87歳）、笠縫い職人（約 75人平均年齢 82歳） 
 ※菅田 １ha余り（25年前は、4ha） 
  ※菅笠問屋 3軒 
 
（５）課題 
   
 ① 後継者不足と高齢化（菅田耕作者、笠骨職人、笠縫い職人、菅笠問屋） 
② 菅田・菅笠生産の減少 
 ③ 重労働（手作業）と低賃金 







































 ・平成 24年の集中豪雨で被害した菅田の復元を、市職員ボランティアで実施。 
















































































 ・平成 25年度産地資金の活用により、菅の基本助成を 30,000円/10a（H24:20,000
円/10a）、特産振興加算を 30,000円/10a（H24:20,000 円/10a）、数量加算 20,000




























大学教授、商工・観光、菅笠関係者などの委員やオブザーバーを予定。   



















































































































そ に む ら
爾村は獅子舞が有名なのですが、そこで学生が獅子のキャラクターを提案したところ、担




















図 5　福岡県八女市星野村 イメージポスター 図 6　長野県木曽町 交通ポスター 図 7　秋田県小坂町 イメージポスター



































































図 39 図 40
図 38



































































９月 27 日（金）   までに学内中間チェック（メール）





１月 18 日（土）～ 19 日（日）　
　　　　　　　 新作発表会（タワーホール船堀）
１月 31 日（金）   までにレポートと作品写真提出（メール）
２月５日（水）～７日（金）



























































































































































































































































































































おります。この 10 万円の奨励金と１万円の会費（現在は会員 63 名ほど）、それで運営を賄っています。









































































































（平成 24 年度作品 DVD カラー・29 分）
　これは指定文化財保持者である木









































　映像は 10 年位前までは 16㍉映像で撮っていたのですが、いまは
デジタルに切り替えています。また、２年ほど前に国の補助金をい




































































































荒川区で伝統工芸技術の保護に関わる予算が、平成 20 年度は 2,413 万円ほどでした（人件費・減価償
却費を含む。決算額は 15,759 千円）。それが、この匠育成事業を導入して２年ほど経った平成 23 年には
































































































文化財保護奨励金 10 万円支給（現在会員６３名） 
定例役員会への出席など情報交換を行う 
荒川区伝統工芸技術保存会の会員数名を荒川区文化財保護推進員に委嘱（現在１５名中２名） 












































































































③ 若手職人の作品コンクール（以下「ステップ３」という。）→ 作品展に変更予定 
 











































接しています。面積は 10.08 平方㌔ということで、東京 23 区で最も狭い区になっています。続いて















　次に区の財政ですが、25 年度の台東区全体の予算総額が約 1,311 億円となっており、一般会計で
898 億円、産業関係だと産業経済費ということで 34 億 3,829 万円となっています。ちなみに伝統工




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　井藤　博明  ・  徳田　光太郎






















































































































































































































































































































































































































































































































































































          
　アンケート集計結果
　　1. 参加者 総数　　　　　115 名　（スタッフ 11 名を含む） 　
　　2. アンケート回収率　 　アンケート回収数：47 名 ／ 回収率　40.9 %   
　　3. アンケート集計結果  
　　   （1） 回答者内訳（47 名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （2）満足度　　 
 　　　【性別】　　（名）　  【年代】　     （名）　  【所属】　         　（名）
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